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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・本日の当直医…１８時まで→川端Ｄｒ

　　　　　　　　１８時以降→院長となります。

・１０/１０～１０/１４の１７：３０から課内研修（ケアプラン・看護記録）を実施します。忘れずに参加するようにしましょう。

・最近、風邪症状を訴える患者様が増えてきましたので、手洗い・うがいの徹底を心掛けて行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 土井　勝広様～疾病再教育を目的としたアルコール依存症治療プログラム終了し、家族　　　　　　　の受け入れも整った為、15：30に退院予定となっています。　　　　　　　　　　　　初外来は１０/１８の11：00となっています。

· 宮本　建蔵様～１０/８～１０/９までの外泊終了後、家族より外泊時の状況聴取が

　　　　　　　　　出来ませんでしたので、次回外泊訓練時は外泊時の状況を確認したい

旨を家族へ伝え、帰院時に確認する様にして下さい。

· 山田　典子様～本日、スタッフ２名が自宅へ郵便物・冬物衣類を取りに行っています。　　　　　　　郵便物については、本人立会いの元、一緒に確認しています。電話代・　　　　　　　電気代については生活保護から支払う事になります。また、年金現況　　　　　　　　報告書は社会保険業務センターへ返信する予定です。その他郵便物では、　　　　　　　消費者金融業者からの督促状が届いており、本人は「支払いは終わって　　　　　　　いるはずだ」と話しています。これらについて、主治医へ報告し、「借　　　　　　　金に関する手紙等は無料相談所を利用してみては？」とのアドバイスが　　　　　　　あり、対応について今後検討していく事とします。

＜週間連絡＞

· 月曜日～リネン交換

· 火曜日～タオル漂白・ツベルクリン反応（高田　多紀子様）

· 水曜日～皮膚科（定期薬処方の方→電話にての指示受け）

· 木曜日～心電図検査（計１６名）

Ａユニット…高田　多紀子様、高橋　百壽様、本田　英之様

Ｂユニット…新井　圭次様、蛭名　豊美様、風穴　チエ様、駒木　学様、佐藤　幸男様

　　　　　　津嶋　イチ子様、田野端　忠夫様、新山　潤様、長谷川　陽一様

　　　　　　八森　正様、春本　司郎様、松田　富雄様、吉田　光良様

· 金曜日～歯科（駒木　学様）・モップ交換

＜青仁会・ふれあい秋祭り＞

· １０/８（土）に、無事終了する事が出来ました。来年に向けての反省点を話し合いました。

1 チケットの希望を取ったにも関わらず、品物が売り切れていて、チケット通りに購入する事が出来ない人が多かった。

2 よもぎ餅の数が午前は１個パックだったのに、午後は２個パックになっていて数にばらつきがあったように思えた。

3 マーチングバンド等の演芸の途中で、移動時間となってしまい満足に見て頂けなかった。

4 閉鎖病棟の患者様もバザーの品物を購入出来る様にしても良かったのでは？

5 最後にヨサコイソーラン節を患者様に見て頂きたかったが、移動出来なかった。

6 患者様が演芸を充分に楽しんで頂ける時間帯に、移動が出来る様にスケジュールを組む様にすれば、もっと喜んで頂けるのでは？

7 離院・怪我もなく、無事に終了する事が出来て良かった。

以上を、来年の運営に役立てて行けるようにしましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・山道　昭雄様～主治医との面談行っております。先日、アルコール依存症治療プログラムのレポートをプログラム実施前に記載した事についてスタッフからの指摘に対し易怒的となる事あり、興奮見られ「退院する」と話される事ありました。10月8日、身元引受人との面会時には治療意思を確認、本日主治医面談時に改めて当院での治療継続の意思を示しています。

主治医から治療側として、アルコール依存症治療プログラムを続けて頂きたい事を伝えた上で、今後、同じ様な興奮や退院希望があった場合は退院して頂く事を改めて伝えています。治療を続けたいという気持ちがある一方で、些細な事で興奮・易度的になり、感情のコントロールが上手く出来ない事を本人は自覚しています。他、今後の不安として経済面を挙げています。適宜説明していく方針ですが、再び感情をコントロール出来ない事が考えられますので、本人の抱えている不安を確認しながら対応を検討していく事とします。又、レポートをプログラム実施前に記載した場合はそのレポートを元にプログラムを進める等、柔軟に対応するようにしましょう。

· 八森　正様～１０/９、朝より脱衣・奇異行動出現され、放尿・落ち着き見られず興奮　　　　　　状態となる事があり日直医より、レボトミン（25）１Ａ筋注施行していま　　　　　　す。食事の際、自ら召し上がられず、咀嚼・飲み込まない事あり、介助要　　　　　　しています。また、意思の疎通が困難な事ありますので、その都度、声掛　　　　　　け行い対応する様にしましょう。

＜看護度評価Ｂ＞

・佐々木　みね様～身体的不調・異常体験に左右された言動みられますが、日課・プログラムへの支障はありません。時折、私物の乱雑さ見られる事より必要に応じた介助・指導を要する為、現状のＢ-Ⅱとします。

・松田　富雄様～夜間、不眠傾向にありますが日課・プログラムへの支障はなく、スムー

　　　　　　　　ズに取り組む事は出来ています。時折、独語・ニヤツキ見られ、私物の乱雑さあり必要に応じた介助・指導要する為、Ｂ‐Ⅱとします。

（新規看護度評価）

・高田　多紀子様～精神症状安定し、日課・プログラムはスタッフへ聞きながら行う事が出来ています。社会復帰に向けての援助を要する為、Ｃ-Ⅳとします。

